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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 8,026 68.8 297 ― 239 ― 183 ―

22年３月期第１四半期 4,754 △40.2 △108 ― △57 ― △95 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 14.69 14.68

22年３月期第１四半期 △7.66 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 24,021 11,417 42.5 815.41

22年３月期 23,283 11,257 43.2 802.73

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 10,215百万円 22年３月期 10,052百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 2.00 ― 3.00 5.00

23年３月期 ―

23年３月期(予想) 3.00 ― 3.00 6.00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 13,900 28.4 550 377.9 500 182.9 380 491.3 30.33

通期 29,000 13.3 1,200 14.7 1,200 △0.2 800 7.4 63.86



 

 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ― 社 (            )  除外  ― 社 (            )

 (注) 当四半期会計期間における連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

 (注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

 (注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 12,558,251株 22年３月期 12,558,251株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 30,458株 22年３月期 35,458株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 12,525,293株 22年３月期１Ｑ 12,472,984株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間の世界経済は、アジア地域を中心に景気回復の動きが続いております。一

方、日本経済は輸出の増加や政府の景気対策効果により一部明るさは見られるものの、総じて弱含みに

推移しております。 

このような状況の中で当社グループは、太陽光発電配線ユニットの生産能力の強化やアジア市場での

拡販に取組んでまいりました。 

当第１四半期連結会計期間の業績といたしましては、売上高は8,026百万円(前年同四半期比68.8％

増)となりました。また、利益面においては、営業利益297百万円(前年同四半期営業損失108百万円)、

経常利益239百万円(前年同四半期経常損失57百万円)、四半期純利益183百万円(前年同四半期純損失95

百万円)となりました。 

  

資産合計は、24,021百万円(前連結会計年度末比737百万円増)となりました。受取手形及び売掛金が

1,124百万円増加しましたが、現金及び預金が755百万円減少したことなどにより流動資産が513百万円

増加し、投資有価証券の取得等により固定資産が224百万円増加いたしました。 

負債合計は、12,603百万円(前連結会計年度末比577百万円増)となりました。支払手形及び買掛金が

720百万円、賞与引当金が77百万円増加しましたが、短期及び長期借入金が389百万円減少いたしまし

た。 

純資産合計は、11,417百万円(前連結会計年度末比160百万円増)となりました。主として、利益剰余

金が146百万円増加したことによるものであります。 

  

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は4,424百万円となり、前連結会計年度末に

比べて755百万円のマイナスとなりました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前第１四半期連結累計期間

の529百万円に対し、51百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益191百万円、減価償

却費112百万円がありましたが、売上債権の増加1,089百万円、仕入債務の増加685百万円、たな卸資産の

増加171百万円により運転資金が575百万円増加したことによるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、前第１四半期連結累計期間

のマイナス136百万円に対し、マイナス385百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による

支出174百万円、投資有価証券の取得による支出296百万円、投資有価証券の償還による収入99百万円があ

ったことによるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、前第１四半期連結累計期間

のマイナス431百万円に対し、マイナス429百万円となりました。有利子負債合計で391百万円の支出があ

った他、配当金の支払37百万円があったこと等によるものであります。 

  

当期の見通しにつきましては、平成22年５月12日に発表いたしました第２四半期連結累計期間及び通

期の業績予想を修正しておりません。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産、負債、純資産の状況

(2) キャッシュ・フローの状況

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない
と認められるため、前連結会計年度において算定した貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定して
おります。 
  

②固定資産の減価償却費算定方法 

減価償却の方法として定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額
を期間按分して算定しております。 
  

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

連結子会社のうち重要性の乏しい子会社における法人税等の納付税額の算定に関しては、前連結会
計年度に係る実効税率を適用して算定するなど、簡便な方法によっております。 

  

(「資産除去債務に関する会計基準」等の適用) 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成
20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号
平成20年３月31日）を適用しております。 
 この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結会計期間の営業利益、経常利益は
それぞれ0百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は28百万円減少しております。 
 また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は36百万円であります。 

  

該当事項はありません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,644,998 5,400,039

受取手形及び売掛金 8,318,517 7,193,798

商品及び製品 1,268,317 1,228,291

仕掛品 470,901 392,710

原材料及び貯蔵品 2,999,452 2,922,105

繰延税金資産 222,591 189,510

その他 392,522 465,507

貸倒引当金 △14,170 △1,848

流動資産合計 18,303,130 17,790,114

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,684,974 3,643,677

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,666,015 △2,628,308

建物及び構築物（純額） 1,018,959 1,015,369

機械装置及び運搬具 4,509,239 4,460,196

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,230,918 △3,214,420

機械装置及び運搬具（純額） 1,278,320 1,245,775

土地 1,180,114 1,178,167

建設仮勘定 44,748 26,677

その他 1,217,040 1,206,500

減価償却累計額及び減損損失累計額 △839,470 △826,154

その他（純額） 377,570 380,345

有形固定資産合計 3,899,713 3,846,335

無形固定資産 128,916 134,748

投資その他の資産

投資有価証券 1,114,303 1,003,122

長期貸付金 1,170 1,305

繰延税金資産 249,109 217,224

その他 325,530 291,031

投資その他の資産合計 1,690,114 1,512,683

固定資産合計 5,718,743 5,493,767

資産合計 24,021,873 23,283,882
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（単位：千円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,098,838 5,378,059

短期借入金 1,715,312 2,451,049

未払法人税等 112,913 119,847

賞与引当金 192,689 115,679

その他 894,697 763,243

流動負債合計 9,014,450 8,827,879

固定負債

社債 400,000 400,000

長期借入金 2,751,362 2,405,416

繰延税金負債 13,776 13,310

退職給付引当金 219,856 202,953

資産除去債務 36,088 －

その他 168,357 176,565

固定負債合計 3,589,441 3,198,246

負債合計 12,603,892 12,026,125

純資産の部

株主資本

資本金 2,323,059 2,323,059

資本剰余金 2,041,289 2,040,807

利益剰余金 6,747,497 6,601,113

自己株式 △7,881 △9,175

株主資本合計 11,103,964 10,955,806

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △42,568 9,944

為替換算調整勘定 △846,086 △913,374

評価・換算差額等合計 △888,655 △903,430

少数株主持分 1,202,671 1,205,380

純資産合計 11,417,980 11,257,756

負債純資産合計 24,021,873 23,283,882
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 4,754,747 8,026,153

売上原価 3,787,030 6,431,755

売上総利益 967,716 1,594,397

販売費及び一般管理費 1,076,222 1,297,173

営業利益又は営業損失（△） △108,505 297,224

営業外収益

受取利息 3,496 3,191

受取配当金 5,244 5,507

設備賃貸料 2,888 6,389

為替差益 53,511 －

持分法による投資利益 － 1,916

スクラップ売却益 5,203 7,901

その他 24,780 48,783

営業外収益合計 95,123 73,688

営業外費用

支払利息 28,102 18,311

為替差損 － 69,816

持分法による投資損失 3,568 －

その他 12,569 43,419

営業外費用合計 44,240 131,547

経常利益又は経常損失（△） △57,622 239,366

特別利益

固定資産売却益 467 1,341

投資有価証券売却益 － 3,418

過年度関税還付金 32,092 －

特別利益合計 32,560 4,759

特別損失

固定資産処分損 949 17,515

関係会社整理損 18,738 －

関係会社株式評価損 25,547 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 28,220

その他 － 6,394

特別損失合計 45,235 52,131

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△70,297 191,994

法人税、住民税及び事業税 29,559 41,556

法人税等調整額 △18,583 △25,570

法人税等合計 10,975 15,986

少数株主損益調整前四半期純利益 － 176,007

少数株主利益又は少数株主損失（△） 14,233 △7,944

四半期純利益又は四半期純損失（△） △95,507 183,952
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△70,297 191,994

減価償却費 130,296 112,395

持分法による投資損益（△は益） 3,568 △1,916

固定資産売却損益（△は益） △467 △1,341

固定資産処分損益（△は益） 949 17,515

関係会社整理損 18,738 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 28,220

関係会社株式評価損 25,547 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,008 12,063

賞与引当金の増減額（△は減少） 51,862 76,886

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,002 15,907

受取利息及び受取配当金 △8,740 △8,698

支払利息 28,102 18,311

売上債権の増減額（△は増加） 1,071,347 △1,089,673

たな卸資産の増減額（△は増加） 283,041 △171,243

仕入債務の増減額（△は減少） △868,117 685,877

その他 △186,177 208,936

小計 483,648 95,234

利息及び配当金の受取額 8,740 8,649

利息の支払額 △26,122 △17,572

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 63,404 △34,910

営業活動によるキャッシュ・フロー 529,671 51,401

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △25,858 △174,028

有形固定資産の売却による収入 11,299 11,029

投資有価証券の取得による支出 △99,644 △296,730

投資有価証券の償還による収入 － 99,963

その他 △22,500 △26,094

投資活動によるキャッシュ・フロー △136,704 △385,861

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △247,563 △321,385

長期借入れによる収入 2,807 424,474

長期借入金の返済による支出 △135,649 △494,101

自己株式の売却による収入 － 1,775

自己株式の取得による支出 △10 －

配当金の支払額 △49,365 △37,568

その他 △2,170 △2,558

財務活動によるキャッシュ・フロー △431,951 △429,364

現金及び現金同等物に係る換算差額 120,077 8,735

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 81,091 △755,089

現金及び現金同等物の期首残高 4,870,696 5,179,744

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,951,788 4,424,655
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

当社及び連結子会社は、電線及びその加工部品の製造並びに販売を主な事業としております。
電線及びその加工部品以外に係る売上高、営業損益及び全セグメントの資産の金額の絶対値はい
ずれも10％に満たないため、事業の種類別セグメント情報の作成はしておりません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度、経済活動の類似性、事業活動の相互関連性によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 
 (1) ヨーロッパ………………チェコ 
 (2) 北米………………………アメリカ、メキシコ 
 (3) アジア(日本を除く)……シンガポール、マレーシア、インドネシア、中国、タイ、ベトナム 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度、経済活動の類似性、事業活動の相互関連性によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) ヨーロッパ………………チェコ 

 (2) 北米………………………アメリカ、メキシコ 

 (3) アジア(日本を除く)……シンガポール、マレーシア、インドネシア、中国、タイ、ベトナム 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

日本 
(千円)

ヨーロッパ
(千円)

北米
(千円)

アジア
(日本を 
除く) 
(千円)

計
(千円)

消去 
又は全社 
(千円)

連結
(千円)

 売上高

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高

2,621,940 778,277 668,624 685,904 4,754,747 ― 4,754,747

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

1,426,582 1,847 48,386 1,379,798 2,856,614 (2,856,614) ―

計 4,048,523 780,125 717,011 2,065,702 7,611,362 (2,856,614) 4,754,747

 営業利益又は 
 営業損失(△)

△143,647 9,395 21,346 △57,574 △170,480 61,975 △108,505

【海外売上高】

ヨーロッパ 北米
アジア

(日本を除く)
計

Ⅰ 海外売上高(千円) 778,277 668,624 685,904 2,132,806

Ⅱ 連結売上高(千円) 4,754,747

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

16.4 14.1 14.4 44.9
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当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17
号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能で
あり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって
いるものであります。 
当社グループは、電線及びその加工部品の製造並びに販売を主な事業としております。国内において

は当社及び連結子会社であるアスレ電器株式会社が、専ら製品の加工を国内連結子会社及び海外連結子
会社に委託し、仕入れた製品を国内の得意先に販売しております。また、海外においては、販売・製造
の機能を併せ持つ海外連結子会社及び持分法適用関連会社が、自社で製造した製品及び海外連結子会社
より仕入れた製品を海外の得意先に販売しております。 
以上を踏まえ、当社グループの報告セグメントは、生産・販売体制を基礎とし、地理的近接度、経済

活動の類似性、事業活動の相互関連性を鑑み、「日本」、「ヨーロッパ」、「北米」、「アジア（日本
を除く）」の４つとしております。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

 
  

 
  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

【セグメント情報】

（追加情報）

１．報告セグメントの概要

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計

日本 ヨーロッパ 北米
アジア（日本
を除く）

計

売上高

  外部顧客への売上高 4,314,621 996,448 1,008,608 1,706,474 8,026,153 8,026,153

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2,340,324 66 1,045 1,975,673 4,317,110 4,317,110

計 6,654,946 996,515 1,009,654 3,682,148 12,343,264 12,343,264

セグメント利益 120,221 90,423 38,872 50,706 300,223 300,223

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 300,223

セグメント間取引消去 △2,998

四半期連結損益計算書の営業利益 297,224

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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